
。

参加お申込み 5月6日（金）9：00～ 電話、窓口、センターHPで受付

0797-86-4006

定員

ホームページ

場所

保育参加費

1回でも参加可



田宮 遊子さん 神戸学院大学 経済学部教授

お茶の水女子大学博士後期課程単位取得退学。専門はジェンダー視点による女性と社会保障制度の問題につ

いての研究。論文に「親の配偶関係別にみたひとり親世帯の子どもの貧困率―世帯構成の変化と社会保障の

効果」『社会保障研究』vol.2 (2017 年No.1 )

「高齢期女性の貧困 : レスキュー事業利用者からみる生活困窮の実態」『個人金融』vol11 (2016 年No3 )

「母子世帯の最低所得保障」駒村康平編『最低所得保障』（2010 ／岩波書店）。他。

渋谷 龍一さん 労働ジャーナリスト

著書に『女性活躍「不可能」社会ニッポン 原点は「丸子警報器主婦パート事件」にあった! 』（2016／旬報

社）、雑誌『労旬』に「たたかう主婦パート」（2013）「たたかう主婦パートたち」（2015）を連載。

この他「女性組合役員が反映する組合活動の「X理論」と「Y理論」『情報労連リポート』（2019年6月号）

「非正規とジョブ型・働き方の透視図」『ひろばユニオン』（2020年7月号）など、ユニークな視点で非正

規労働問題に切り込む取材と論説には定評がある。Web上で『情報労連リポート』最終ページ「ドラゴン・

ノート」連載中。http://ictj-report.joho.or.jp/dragon/

伊田 久美子さん 大阪府立大学 名誉教授

京都大学大学院博士後期課程修了。京都大学助手、大阪女子大学教授、大阪府立大学人間社会システム科学

研究科教授、女性学研究センター長を経て2019年3月退職。専門はジェンダー論、イタリア・フェミニズム

研究。共編著『フェミニスト・ポリティクスの新展開：ケア・労働・グローバリゼーション』（2007 ／明

石書店）、『よくわかるジェンダー・スタディーズ』（2013 ／ミネルヴァ書房）、共著『架橋するフェミ

ニズム：歴史・性・暴力』訳書 G.F. ダラ・コスタ『愛の労働』（1991 ／インパクト出版会）

M.ダラ・コスタ『家事労働に賃金を』(1986／インパクト出版会)。他。

田上 時子さん NPO法人女性と子どものエンパワメント関西 理事長

早稲田大学卒業後､カナダ留学。1988年9月に帰国。子どもの力を信じ､幼児期から思春期にいたるまで、あ

らゆる子どもの問題に取り組み、子どもと親をサポートする活動を精力的に行っている。2011年文部科学大

臣より「社会教育功労賞」受賞。JICA人身取引被害者支援･自立支援促進プロジェクト短期専門家。

著書に『子どもとのコミュニケーションスキル』､『親と子どもの感情BOOK』､翻訳絵本『わたしのからだ

よ！』（2017年11月復刊）など多数。

講師紹介

感染予防対策実施中

＜ご参加にあたってのお願い＞

宝塚市立男女共同参画センターでは、新型コロナウィルス感染拡大予防
ガイドラインに沿って講座を開催いたします。

〇当日、体温が37.5℃以上ある方はご参加頂けません。
あらかじめご自宅で体温をチェックしてからご来館ください。

〇参加される方はマスクの着用、咳エチケットをお願いいたします。
〇利用時は、適宜手洗い・手指のアルコール消毒にご協力ください。
〇講座中に換気の時間を設けます。

主 催 宝塚市立男女共同参画センター・エル

指定管理者 NPO法人 女性と子どものエンパワメント関西


